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５ 図のように，隣り合う 2 つの湖Ｐ，Ｑの周りに 8 の字型の道があります。Ａ，Ｂ，
とな

Ｃの 3 人は同時にＲ地点を出発し，ＡとＢは湖Ｐの周りだけを反時計回りに，Ｃは 2
つの湖を矢印の方向から 8 の字型に周ります。ＡとＣは出発してから 14 分後に最初

に出会い，Ｂは出発してから 30 分後にＡに追いつきます。ＡとＢの速さの比は 1：3，
湖Ｐは一周 4200m のとき，次の問いに答えなさい。

(1) Ｃの進む速さは毎分何 m ですか。

(2) ＡとＣは最初に出会ってから 18 分 24 秒後に再び出会いました。湖Ｑは一周何 m
ですか。

(3) ＢはＣと 2 回目に出会ってから何分後にＲ地点に戻りますか。なお，この問題は

解答までの考え方を表す式や文章・図などを書きなさい。

Ａ

Ｂ

Ｃ

湖Ｐ 湖Ｑ
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(1) ＡとＣの速さの和は 4200 ÷ 14 ＝ 300m/分で，

ＢはＡより 4200 ÷ 30 ＝ 140m/分速い。

また，ＡとＢの速さの比は 1：3 なので，それぞれの速さを比を用いて

○1 /分，○3 /分とすると，○3 －○1 ＝○2 が 140m を表す。

よって，1 ＝ 140 ÷ 2 ＝ 70m なので，Ａの速さは 70m/分。

したがって，Ｃの速さは 300 － 70 ＝ 230m 分。

つまり，分速 230m です。

(2) Ａは湖Ｐを 1 周するのに 4200 ÷ 70 ＝ 60 分かかり，ＡとＣが 2 回目に出会ったの

は，出発してから 14 分＋ 18 分 24 秒後＝ 42 分 24 分後なので，2 回目に出会った

のはＡが湖Ｐを 1 周する前。よって，2 回目に出会うまで，Ａは湖Ｐと湖Ｑを 1 周

し，そのあと，湖Ｐでまだ 1 周していないＣと出会ったので，2 回目に出会うまで

ＡとＣが進んだ距離の和は「湖Ｐ 2 周＋湖Ｑ 1 周」。また，1 回目に出会うまでに

進んだ距離の和は「湖Ｐ 1 周」なので，1 回目から 2 回目までに進んだ距離の和は

「湖Ｐ 1 周＋湖Ｑ 1 周」。

この距離が(70 ＋ 230)× ＝ 5520m なので，

湖Ｑ 1 周は 5520 － 4200 ＝ 1320m です。

(3) Ｂの速さは 70 × 3 ＝ 210m/分。

よって，Ｂは湖Ｐを 1 周するのに 4200 ÷ 210 ＝ 20 分かかり，その間にＣと最初に

出会う。また，Ｃは湖Ｐと湖Ｑを 1 周ずつしてＲ地点に戻るのは出発してから

5520 ÷ 230 ＝ 24 分後。

このとき，ＢはＲ地点から 210 ×(24 － 20)＝ 840m 進んでいるので，

Ｃとの間の距離は 4200 － 840 ＝ 3360m。よって，2 回目に出会うのは出発してか

ら 24 ＋ 3360 ÷(210 ＋ 230)＝ 24 ＋ ＝ 24 ＋ ＝ 24 ＋ 分後。

また，Ｂが湖Ｐを 2 周してＲ地点に戻るのは出発してから

20 × 2 ＝ 40 分後なので，ＢがＣと 2 回目に出会ってからＲ地点に戻るのは

40 － ＝ 分後 です。
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